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（
挿
絵 

報
道
） 

『
都
新
聞
』
昭
和
十
一
年 

 

「
お
馴
染
み
の
お
歴
々
で 

〝
挿
絵
ク
ラ
ブ
〟
生
る 

権
利
義
務
は
総
て
共
同
で
処
理 

け
ふ
四
十
余
名
で
発
会
式
」 

 

写
真
上
か
ら
、
石
井
鶴
三
、
岩
田
専
太
郎
、
中
川
一
政
、
木
村
荘
八
、
林
唯
一
。 

 
 

  

挿
絵
画
家
の
統
一
的
機
関
で
あ
っ
た
「
挿
絵
協
会
」
が
数
年
前
事
実
上
解
消
を
遂

げ
て
よ
り
、
現
在
僅
か
に
斎
藤
五
百
枝
氏
ほ
か
数
名
の
会
員
を
擁
す
る
「
日
本
挿
画

院
」
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
挿
画
界
に
、
最
近
大
同
団
結
の
気
運
熟
し
、
十
六
日
斯
界

し

か

い

の
重
鎮
を
網
羅
す
る
「
挿
絵
俱
楽
部
」
の
結
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
分
離
結

合
常
な
ら
ざ
る
最
近
の
美
術
会
に
一
石
を
投
じ
て
い
る
。 

数
年
前
ま
で
美
術
界
か
ら
異
端
視
さ
れ
て
い
た
挿
絵
の
芸
術
的
進
出
と
同
画
家
の

躍
進
に
も
拘
わ
ら
ず
こ
れ
に
応
ず
る
統
一
的
機
関
の
な
い
の
を
憾う

ら

み
と
さ
れ
て
い
た

が
、
最
近
石
井
鶴
三
、
中
川
一
政
、
河
野
通
勢
、
木
村
荘
八
、
林
唯
一
、
岩
田
専
太
郎

氏
ら
斯
界
の
重
鎮
の
間
に
強
力
な
る
新
団
体
結
成
へ
の
気
運
が
動
い
て
い
た
と
こ
ろ
、

美
術
通
の
中
島
重
太
郎
氏
の
奔
走
に
よ
っ
て
、
漸
く
こ
の
「
挿
絵
俱
楽
部
」
の
誕
生

と
な
り
、
前
記
諸
氏
の
他
普

あ
ま
ね

く
現
在
挿
絵
画
家
と
し
て
活
躍
し
つ
つ
あ
る
画
家
約
五

十
名
を
網
羅
す
る
も
の
で
、
鏑
木
清
方
、
小
杉
未
醒
画
伯
を
顧
問
に
推
し
、
会
員
相

互
の
共
同
利
益
の
擁
護
、
技
法
の
錬
磨
等
、
挿
絵
界
の
発
展
進
出
の
た
め
に
諸
種
の

事
業
を
行
う
筈
で
あ
る
。
即
ち
機
関
誌
『
挿
絵
』
の
刊
行
、
挿
絵
賞
制
定
、
挿
絵
図

書
館
の
設
置
、
展
覧
会
の
開
催
、
関
係
法
規
の
改
善
等
で
、「
大
菩
薩
峠
」
の
中
里
介

山
氏
と
石
井
鶴
三
氏
の
問
題
を
は
じ
め
従
来
し
ば
し
ば
論
議
紛
糾
を
巻
き
起
し
た
作

家
と
挿
絵
画
家
の
問
題
、
挿
絵
原
稿
料
の
問
題
等
も
凡す

べ

て
こ
の
俱
楽
部
の
目
的
と
す

る
も
の
で
、
発
会
式
は
十
六
日
夕
方
六
時
よ
り
丸
の
内
マ
ー
プ
ル
に
於
て
四
十
余
名

出
席
し
て
行
わ
れ
る
事
に
な
っ
た
。 
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稿
料
著
作
権
等
に
も
役
立
て
る 

 

石
井
画
伯
語
る 

石
井
鶴
三
氏
談
「
挿
絵
が
芸
術
と
し
て
認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
以
上
、
か
う

い
ふ
機
関
の
存
在
は
絶
対
に
必
要
だ
。
従
前
個
々
人
の
間
で
ご
た
ご
た
や
っ
て
い
た

原
稿
料
、
著
作
権
其
の
他
の
問
題
も
俱
楽
部
が
出
来
れ
ば
、
全
挿
絵
画
家
の
問
題
と

し
て
処
置
で
き
る
し
、
色
々
役
に
立
つ
こ
と
と
思
う
。
」 

（『
都
新
聞
』 

昭
和
十
一
年
五
月
十
六
日
）  

           

      


